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本
書
は
、
宮
内
庁
書
陵
部
が
所
蔵
す
る
柳
原
家
旧
蔵
の
『
朔
旦
冬
至
部
類
』（
架
蔵
番
号
・
柳
三
六
四
）
を
、
書
陵
部
の
許
可
を
得
て
、

影
印
、
全
文
翻
刻
し
、
末
尾
に
人
名
索
引
と
解
説
に
か
わ
る
「
朔
旦
賀
表
と
朔
旦
冬
至
─
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
柳
原
本
『
朔
旦
冬
至
部
類
』

に
ふ
れ
て
─
」
と
題
す
る
小
論
を
付
し
た
も
の
で
あ
る
。

た
だ
、
本
書
に
先
だ
っ
て
一
九
八
五
年
四
月
に
私
家
版
と
し
て
極
少
な
い
部
数
を
知
人
・
知
友
に
頒
布
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
私

家
版
は
翻
刻
に
あ
た
っ
て
、
永
承
五
年
（
一
〇
五
〇
）
十
一
月
の
『
外
記
』・『
大
外
記
』・『
二
東
記
』、
嘉
承
二
年
（
一
一
〇
七
）
十
一
月

の
『
外
記
』・『
師
遠
記
』・『
敦
光
記
』、
大
治
元
年
（
一
一
二
六
）
閏
十
月
、
十
一
月
の
『
外
記
記
』・『
師
遠
記
』・『
敦
光
記
』、
そ
し
て
明

徳
三
年
（
一
三
九
二
）
十
一
月
の
『
師
豊
記
』
と
、
そ
れ
に
つ
づ
く
『
旬
次
第
』・『
朔
旦
冬
至
年
々
』・『
平
座
次
第
』・『
慶
安
三
年
閏
十
月

消
息
』
の
条
文
に
つ
い
て
は
掲
載
し
て
い
な
い
。
そ
の
点
で
、
本
書
は
柳
原
本
『
朔
旦
冬
至
部
類
』
の
影
印
・
翻
刻
の
完
全
版
と
い
え
、

ま
た
解
説
に
か
わ
る
小
論
に
も
記
し
た
よ
う
に
、
部
類
さ
れ
た
日
記
条
文
の
殆
ど
が
逸
文
で
あ
る
こ
と
か
ら
貴
重
な
存
在
で
あ
る
。
故
に
、

私
家
版
後
に
宮
内
庁
書
陵
部
「
図
書
寮
文
庫
所
蔵
資
料
目
録
・
画
像
公
開
シ
ス
テ
ム
」
に
よ
っ
て
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
は
い
え
、

こ
こ
に
影
印
と
全
文
を
翻
刻
し
て
公
刊
す
る
こ
と
は
少
な
か
ら
ず
学
界
の
裨
益
と
な
る
こ
と
と
信
じ
て
い
る
。

さ
て
、
こ
こ
ま
で
書
い
て
、
序
ら
し
い
こ
と
も
記
さ
な
け
れ
ば
と
思
う
が
、
い
ざ
あ
ら
た
ま
っ
て
と
な
る
と
筆
が
す
す
ま
な
い
の
で
、

こ
こ
は
私
家
版
の
自
序
を
修
訂
し
て
次
に
転
載
す
る
こ
と
に
し
て
、
ご
寛
恕
を
お
願
い
し
た
い
。



iiiii 序 序

『
経
信
卿
記
』（『
帥
記
』）
寛
治
二
年
（
一
〇
八
八
）
十
一
月
二
十
日
条
の
一
か
条
（
史
料
大
成
本
『
帥
記
』）
以
外
は
知
ら
れ
て
い
な
い
逸
文

で
あ
る
。
こ
の
柳
原
本
の
『
朔
旦
冬
至
部
類
』
が
貴
重
だ
と
す
る
所
以
で
あ
る
。

筆
者
が
、
こ
の
『
朔
旦
冬
至
部
類
』
に
遭
遇
し
た
の
は
、
一
九
七
七
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
か
と
思
う
。
当
時
、
平
田
俊
春
博
士
が
、

「
日
本
紀
略
後
篇
お
よ
び
本
朝
世
紀
の
成
立
に
つ
い
て
」（『
私
撰
国
史
の
批
判
的
研
究
』
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
二
年
、
初
出
は
一
九
七
六
年
）

を
発
表
さ
れ
、
従
来
か
ら
い
わ
れ
て
き
た
『
日
本
紀
略
』
後
篇
成
立
の
主
要
史
料
と
し
て
『
外
記
日
記
』
の
あ
る
こ
と
を
、
散
失
し
て
い

た
『
外
記
日
記
』
の
逸
文
三
十
六
か
条
を
収
集
し
て
、
そ
の
う
ち
十
三
か
条
の
同
日
条
文
を
比
較
対
照
す
る
こ
と
で
、
そ
の
事
実
を
実
証

さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
編
者
は
平
田
博
士
収
集
以
外
の
逸
文
蒐
集
を
行
い
、
さ
ら
に
二
百
余
か
条
の
逸
文
を
蒐
集
し
て
、
た

し
か
に
『
外
記
日
記
』
は
『
日
本
紀
略
』
後
篇
の
典
拠
と
な
っ
て
は
い
る
が
、
主
要
な
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
主
張
し
た
が
（「『
外
記
日

記
』
に
つ
い
て
」、『
平
安
朝
日
記
と
逸
文
の
研
究
』
お
う
ふ
う
、
一
九
八
七
年
、
初
出
は
一
九
八
六
年
）、
そ
の
『
外
記
日
記
』
逸
文
の
蒐
集
過

程
で
あ
っ
た
。『
朔
旦
冬
至
部
類
』
に
は
、『
外
記
日
記
』
逸
文
は
七
か
条
み
え
て
い
る
。

爾
来
、
八
か
年
、
よ
う
や
く
こ
こ
に
影
印
と
翻
刻
を
一
書
と
し
て
私
家
版
で
は
あ
る
が
公
刊
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
当
初
は
影

印
の
み
の
刊
行
を
考
え
て
い
た
た
め
に
、
経
費
か
ら
く
る
紙
数
の
こ
と
か
ら
翻
刻
が
半
分
ほ
ど
で
全
文
に
お
よ
ば
な
か
っ
た
こ
と
は
心
残
り

で
あ
る
。
こ
れ
以
外
に
も
、
な
お
諸
先
学
か
ら
ご
示
教
を
い
た
だ
く
こ
と
も
多
い
だ
ろ
う
と
推
察
す
る
。
ご
海
容
を
乞
う
次
第
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
影
印
・
翻
刻
を
許
可
さ
れ
た
宮
内
庁
書
陵
部
と
ご
高
配
下
さ
れ
た
北
條
文
彦
先
生
に
は
衷
心
よ
り
感
謝
申
し
あ
げ
た
い
と

思
う
。
最
後
に
、
藤
木
邦
彦
先
生
か
ら
は
過
分
な
序
文
を
賜
り
、
ま
た
表
題
の
文
字
を
揮
毫
し
て
い
た
だ
い
た
（
本
書
カ
バ
ー
裏
）。
こ
の

う
え
な
い
幸
せ
で
あ
っ
た
。
深
甚
な
る
お
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。
先
生
は
、
常
に
慈
愛
に
満
ち
た
御
心
で
編
者
を
見
守
り
励
ま
し
て
い
て

く
だ
さ
る
。
そ
の
先
生
も
昨
夏
め
で
た
く
喜
寿
の
齢
を
お
迎
え
に
な
ら
れ
た
。
こ
の
う
え
は
今
後
も
一
層
の
御
清
適
で
あ
る
こ
と
を
祈
念

す
る
次
第
で
あ
る
。
そ
し
て
、
本
書
が
先
生
の
学
恩
に
対
す
る
万
分
の
一
の
報
と
も
な
り
、
ま
た
少
な
か
ら
ず
斯
界
の
裨
益
と
な
る
こ
と

を
冀
望
し
て
擱
筆
す
る
こ
と
に
す
る
。（
一
九
八
五
年
正
月
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

奈
良
朝
に
比
べ
て
、
格
段
に
多
く
な
る
平
安
朝
の
史
料
に
つ
い
て
も
、
政
治
動
向
を
中
心
と
す
る
朝
廷
や
摂
関
・
公
卿
に
関
す
る
も
の

に
限
れ
ば
、
国
史
と
『
日
本
紀
略
』・『
本
朝
世
紀
』・『
扶
桑
略
記
』
な
ど
編
纂
物
を
除
く
と
寡
少
で
、
公
卿
・
廷
臣
の
日
記
く
ら
い
し
か

み
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
そ
の
公
卿
・
廷
臣
の
日
記
、
つ
ま
り
古
記
録
に
し
て
も
、
原
本
が
現
在
に
伝
存
す
る
な
ど
の

こ
と
は
藤
原
道
長
の
『
御
堂
関
白
記
』
な
ど
は
別
に
し
て
ほ
と
ん
ど
な
い
。
そ
の
『
御
堂
関
白
記
』
に
し
て
も
全
巻
伝
存
し
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
。
御
堂
関
白
道
長
の
日
記
に
し
て
そ
う
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
以
外
の
日
記
は
当
然
自
筆
で
は
な
く
写
本
で
伝
存
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
写
本
も
古
写
本
と
い
わ
れ
る
も
の
は
少
な
く
、
い
く
ら
か
の
ま
と
ま
っ
た
条
文
を
収
め
る
写
本
で
ど
う
に
か

そ
の
日
記
条
文
を
知
る
と
い
う
こ
と
も
少
な
く
な
い
。

す
で
に
翻
刻
さ
れ
て
刊
本
と
な
っ
て
い
る
日
記
に
し
て
も
同
様
の
こ
と
が
多
く
、
大
日
本
古
記
録
本
で
藤
原
忠
平
の
『
貞
信
公
記
』
や

藤
原
師
輔
の
『
九
暦
』（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
編
）、
史
料
纂
集
本
の
『
吏
部
王
記
』（
米
田
雄
介
・
吉
岡
真
之
編
）
や
古
代
史
料
叢
書
『
三

代
御
記
逸
文
集
成
』（
所
功
編
）・『
江
記
逸
文
集
成
』（
拙
編
）
な
ど
の
よ
う
に
、
写
本
の
条
文
以
外
に
諸
々
の
国
書
よ
り
蒐
集
し
た
逸
文

を
付
加
す
る
な
ど
し
て
で
き
る
だ
け
復
原
を
は
か
っ
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
逸
文
の
蒐
集
と
い
う
も
の
は
、
際
立
っ
た
成
果

を
も
た
ら
す
も
の
で
は
な
い
も
の
の
、
平
安
朝
を
中
心
と
す
る
日
本
古
代
史
研
究
の
基
礎
作
業
と
し
て
な
く
て
は
な
ら
な
い
重
要
な
こ
と

で
あ
っ
て
、
そ
こ
か
ら
得
た
成
果
に
立
脚
し
て
新
し
い
歴
史
的
事
実
を
探
求
・
把
握
す
る
こ
と
が
試
み
ら
れ
よ
う
と
す
る
。

こ
の
逸
文
の
博
捜
に
あ
た
っ
て
、
ま
ず
看
見
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
“
部
類
記
”
と
よ
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。“
部
類
記
”
と
は
、

日
記
条
文
を
儀
式
・
行
事
ご
と
に
抄
出
・
集
成
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
部
類
の
形
態
も
時
を
降
る
に
し
た
が
っ
て
、
そ
の
原

拠
が
単
一
の
日
記
か
ら
複
数
に
わ
た
り
部
類
さ
れ
る
よ
う
に
変
化
し
て
い
く
。
こ
の
よ
う
に
し
て
部
類
さ
れ
て
成
立
し
た
“
部
類
記
”
や
、

そ
の
写
本
に
は
部
類
さ
れ
た
以
降
に
散
失
し
て
し
ま
っ
た
日
記
の
貴
重
な
逸
文
が
多
く
所
収
・
伝
存
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
。

こ
の
『
朔
旦
冬
至
部
類
』
も
、
表
題
ど
お
り
に
朔
旦
冬
至
に
関
し
て
の
日
記
条
文
を
抄
出
部
類
し
た
“
部
類
記
”
で
あ
る
。
解
説
で
も

記
述
し
た
よ
う
に
、
大
治
元
年
度
ま
で
の
の
べ
二
十
余
の
部
類
日
記
（『
師
豊
記
』
を
除
く
十
四
の
日
記
）、
四
十
日
余
の
条
文
の
う
ち
、
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1

類
部
至
冬
旦
朔

記
外

  

月
一
十
年
五
承
永

 

七 印
影 

3

記
外
大

 

上
同

 

一
〇

刻
翻

 

4

記
東
二

 

上
同

 

二
一

 

6

記
宗
広

 

月
一
十
年
元
久
延

 

三
一

 

7

記
右
大

 

上
同

 

四
一

 

7

 

上
同

 

五
一

 

8

記
江

  

上
同

 

六
一

 

9

記
平
師

 

月
一
十

月
十
閏
年
二
治
寛

 

一
三

 

18

 

月
一
十
年
同

 

九
三

 

23

記
江

  

月
一
十
・
月
十
閏
年
同

 

四
四

 

26

 

月
一
十
年
同

 

九
五

 

37

二
。
い
た
し
に
と
こ
す
記
に
単
簡
を
情
事
の
で
ま
る
た
い
に
刊
公
の
書
本
、
が
い
な
れ
し
も
か
い
な
わ
ぐ
そ
に
序
に
後
最
、
は
で
れ
そ

『
で
編
氏
両
利
裕
下
久
・
子
律
田
和
ら
か
院
書
野
蔵
武
に
月
七
年
六
一
〇

シ
る
え
考

　

③
の
知
発
挑
　

期
後
安
平

　

の
熟
成
―
る
え
考
を
界
世
化
文
通
頼

」
│
て
し
と
員
一
の
界
世
化
文
通
頼
原
藤
│
て
い
つ
に
房
師
源
「
は
氏
田
和
に
か
な
の
そ
。
た
れ
さ
行
刊
が
集
文
論
な
部
大
う
い
と
』
方
行

。
い
た
げ
上
し
申
を
礼
お
り
よ
心
衷
に
配
高
ご
の
氏
両
田
前
・
田
和
。
た
き
で
が
と
こ
る
す
刊
公
を
』
類
部
至
冬
旦
朔
『
に
こ
こ
、
り
さ

。
う
思
と
い
た
げ
あ
し
申
を
謝

月
九
年
七
一
〇
二

　
　
　

て
に
院
病
の
理
天

木　

本　

好　

信

・
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外

  

月
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七
七

 

49

記
遠
師

 

上
同

 

八
七

 

49
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光
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上
同

 

一
八
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記
記
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治
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八
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師

歟 
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九
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明

歟 
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70
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朔

 
 

九
一
一

 

79

第
次
座
平

　

度
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寛

 

二
二
一

 

81

息
消
月
十
閏
年
三
安
慶

 

八
二
一

 

86

至
冬
旦
朔
と
表
賀
旦
朔

│

て
れ
ふ
に
』
類
部
至
冬
旦
朔
『
本
原
柳
蔵
部
陵
書
庁
内
宮

│
 …
…

89

引
索
名
人
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至
冬
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朔
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1 翻　刻

　
　

翻
　
刻

　
　
　
　

凡　
　

例

一
、
本
書
は
、
宮
内
庁
書
陵
部
架
蔵
に
か
か
る
柳
原
本
朔
旦
冬
至
部
類
一
冊
（
架
蔵
番
号
・
柳
三
六
四
）

の
翻
刻
に
、
そ
の
人
名
索
引
を
末
尾
に
付
し
た
も
の
で
あ
る
。

一
、
本
書
は
、
永
承
五
年
・
延
久
元
年
・
寛
治
二
年
・
嘉
承
二
年
・
大
治
元
年
・
明
徳
三
年
の
朔
旦
冬

至
に
つ
い
て
、
外
記
日
記
・
二
東
記
・
広
宗
記
・
大
右
記
・
経
信
卿
記
等
の
各
日
記
か
ら
部
類
し

た
も
の
で
あ
る
。

一
、
本
書
は
、
群
書
類
従
公
事
部
所
収
の
朔
旦
冬
至
部
類
記
と
は
内
容
を
異
に
す
る
別
本
で
、
管
見
に

よ
れ
ば
同
系
の
写
本
の
存
在
は
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、
収
載
条
文
の
そ
の
殆
ど
は
逸
文
で
あ
る
。

一
、
本
書
の
収
載
条
文
の
う
ち
、
寛
治
二
年
・
嘉
承
二
年
の
条
文
は
、
大
日
本
史
料
（
第
三
編
之
一
・

九
に
相
当
す
る
）
既
刊
の
所
載
係
年
だ
が
、
収
載
さ
れ
て
は
い
な
い
未
収
条
文
で
あ
る
。
但
、
寛

治
二
年
経
信
卿
記
条
文
は
、
大
日
本
史
料
・
増
補
史
料
大
成
『
帥
記
』
に
収
載
さ
れ
て
い
る
。
異

同
は
〔　

〕
で
示
し
た
。

一
、
人
名
の
傍
注
は
、
適
宜
付
し
た
。
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一
、
内
容
を
略
示
す
る
た
め
、
適
宜
頭
注
を
付
し
た
。

一
、
古
体
・
異
体
・
略
体
文
字
は
原
則
と
し
て
常
用
文
字
に
改
め
た
。

一
、
新
た
に
読
点
（ 

、 

）
を
施
し
、
適
宜
改
行
し
た
。

一
、
底
本
に
あ
る
符
号
で
、
原
の
ま
ま
存
し
た
も
の
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
　
　

⃝ 

（
字
間
）  

　

補
書
又
は
上
下
方
の
文
字
の
入
る
べ
き
個
所
を
示
す
。

　
　
　
　

 
″ 

（
文
字
の
左
傍
） 　

抹
消
符

　
　
　
　

ヽ 
（
字
間
）  

　

欠
損
部
分

　
　
　
　

■ 
 

 

　

塗
抹
部
分

一
、
右
の
外
、
本
書
の
校
訂
の
た
め
、
編
者
の
加
え
た
符
号
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
　
　
〔　

〕  
 

　

校
訂
に
関
す
る
注
の
中
、
本
文
に
置
き
換
え
る
べ
き
文
字
。

　
　
　
　
（　

 

）  
 

　

人
名
傍
注

　
　
　
　
〔
マ
ヽ
〕 

 

　

文
字
に
疑
問
は
な
い
が
、
意
味
の
通
じ
難
い
も
の
。

　
　
　

⎩ ⎨ ⎧

　

　
　

 
 

　

欠
損
文
字
部
分

永
承
五
年
十
一
月

外
記

賀
表
ヲ
作
進
ス

右
大
臣
以
下
参

着
ス

天
皇
出
御
ス

外
記

永
承
五
年
十
一
月
一
日
、
癸
巳
、
今
日
朔
旦
冬
至
也
、
於
京
極
院
有
旬
事
、
其
儀
先
兼
■
ヽ
、
右
中
弁

藤
原
資
仲
朝
臣
仰
造
曹
司
別
当
左
ヽ
ヽ
宅
ヽ
ヽ
ヽ
、
進
賀
表
函
并
案
、筥
以
朴
木
作
之
、
以
紺
地
小
文
錦
為
折
立
、

置
花
足
盤
上
以
作
之
、
案
以
桧
作
之
、
淡
浜

椿
色
、
以
同
錦
敷
面
四
方

臥
、
但
四
角
垂
組
緒
□

〔
打
カ
〕金
物
、又
関
（
藤
原
頼
通
）

白
左
大
臣
召
大
外
記
中
原
朝
臣
貞
親
仰
云
、
宜
仰
式
部
権
大
輔
藤
原
国
成

朝
臣
作
進
賀
表
者
、
随
則
遣
仰
其
由
、
其
後
以
草
案
進
上
、
貞
親
朝
臣
奉
覧
之
、
下
給
、
貞
親
朝
臣
参

局
召
遣
内
匠
頭
源
朝
臣
兼
行
、
於
侍
従
所
辺
令
清
書
之
、白
色

紙
、   

其
後
令
持
史
生
給
、
諸
卿
御
判
、
当
日

未
剋
右（
藤
原
教
通
）

大
臣
以
下
参
着
右
仗
座
、
此
間
着
縫
腋
、
使
部
二
人
舁
表
案
、
立
上
官
床
子
前
、
立
蔀
北
、

准
温
明

殿
也
、    

右
大
臣
召
大
外
記
中
原
朝
臣
貞
親
仰
云
、御
暦
奏
可
付
内
侍
所
、又
未
得
解
由
者
、可
令
候
座
者
、

奉
仰　

　

　

仰
畢
、
次
史
生
二
人
舁
案
、
立
宣
仁
門　
　

　

、
少
外
記
惟
宗
孝
言
、
権
少
外
記

中
原
師
平
二
人
舁
同
案
、
入
自
宣
仁
門
渡
小
庭
前
、
立
南
殿
西
軒
廊
第
一
間
、南
北
為

妻
、

退
出
之
路
同
前
、

諸〔
マ

卿ヽ〕
、
次
諸
卿
起
仗
座
、
列
立
軒
廊
南
辺
、大
臣
一
列
、
納
言
一
列
、
参
議
一

列
、
各北


上
、
東
面
両
儀
之
時
列
立
軒
廊
内
歟
、立
定
之
後
、
右
大
臣
進
案
下
執

表
函
、
付
内
侍
令
奏
、
復
本
列
之
後
、
諸
卿
還
着
仗
座
、
次
外
記
趍
進
自
前
路
舁
案
退
出
、
次
天（
後
冷
泉
）皇御
出

南
殿
、
其
後
諸
卿
起
陣
座
、
着
靴
列
立
前
所
、
内
侍
臨
檻
喚
人
、
次
侍
従
左
馬
頭
源
経
信
朝
臣
率
出
居
右

近
権
中
将
源
隆
俊
朝
臣
、
昇
西
階
着
座
、
次
諸
卿
昇
自
同
階
着
座
、
次
々
侍
従
等
入
自
西
中
門
着
座
、
次

■
出
居　

■
　

中
将
喚
内
竪
二
声
、
内
竪
於
中
門
外
同
着
称
唯
、
即
内
竪
別
当
主
計


